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１  はじめに 

　平成28年12月21日，中央教育審議会は，
次期学習指導要領に向けて文部科学大臣へ答
申した。平成30年度からの学習指導要領で
は，これから求められる資質・能力を明確に
するとともに，その育成を目指す教育の必要
性が示されている。次期学習指導要領では，
これらの視点で構造的に整理することとして
いる。
  本論では，答申に至る議論を踏まえ，これ
からの理科教育の方向性について，資質・能
力を育成する視点から述べる。

２  次期学習指導要領改訂の特徴

  次期学習指導要領の特徴を答申の記載事項
からまとめるならば，幼稚園・学校段階から
社会につながるように系統的・段階的に展開
する一貫の視点と学校・地域が一体の視点を
据えながら，「社会に開かれた教育課程の実
現」に向けて取り組むことについて示したこ
とであろう。答申では，まず，これまでの学
習指導要領等改訂の経緯と子どもたちの現状
を示し，さらに，近未来である2030年の社会
と子どもたちの未来を見据え，予測困難な時
代に，一人一人が未来の創り手となるために，
「生きる力」の育成をより具体的に示してい
る。そこには，学校教育及び教育課程への期
待に応え続け，「生きる力」の理念の具体化と
教育課程の課題を踏まえながら，学習指導要領
等の枠組みの改善を示すとともに「社会に開か

れた教育課程」の実現を目指している。学習
指導要領等の改善の方向性として，（１）学習
指導要領等の枠組みの見直しを挙げ，「学びの
地図」としての枠組みづくりと，各学校におけ
る創意工夫の活性化の必要性，（２）教育課程
を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み
出す「カリキュラム・マネジメント」の実現，
（３）「主体的・対話的で深い学び」の実現
（「アクティブ・ラーニング」の視点）からの
授業改善の必要性を述べている。 　
　また，育成を目指す資質・能力（何ができ
るようになるのか）を具体的に示すとともに，
教科等を学ぶ意義と，教科等間・学校段階間
のつながりを踏まえた教育課程の編成（何を
学ぶのか）の必要性を示し，各教科等の指導
計画の作成と実施，学習・指導の改善・充実
（どのように学ぶか）について示している。
さらに，子ども一人一人の発達をどのように
支援するかについての視点を据えるととも
に，学習評価の充実として，観点別評価につ
いて，「知識・技能」，「思考・判断・表現」，
「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観
点に整理することを明らかにしている。 
　最後に，学習指導要領等の理念を実現する
ために必要な方策として，「次世代の学校・
地域」創生プランとの連携（「チームとして
の学校」の実現），学習指導要領等の実施に
必要な諸条件の整備（教員の資質・能力の向
上），さらに，社会との連携・協働を通じた
学習指導要領等の実施（家庭・地域との連
携・協働）を示している。 

これからの理科教育の方向性
—資質・能力を育成する視点から—
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り方を示すこと等を通じて，理科教育の改
善・充実を図っていくことが必要である。 
 （２）理科における見方・考え方 
　理科においては，従来，「科学的な見方や考
え方」を育成することを重要な目標として位
置付け，資質・能力を包括するものとして示
してきたが，次期学習指導要領の改訂では，
資質・能力をより具体的なものとして示し，
「見方・考え方」は，資質・能力を育成する
「視点や思考の枠組み」として全教科等を通
して整理された。このことを踏まえ，理科な
らではの「見方・考え方」を改めて検討した
としている。
　ここでいう「見方」とは，さまざまな事象
等を捉える各教科等ならではの視点であり，
理科では，理科を構成する領域ごとの特徴を
見いだすことが可能であるとしている。具体
的には，「エネルギー」領域では，自然の事
物・現象を主として量的・関係的な視点で捉
えることが，「粒子」領域では，自然の事物・
現象を主として質的・実体的な視点で捉える
ことが，「生命」領域では，生命に関する自然
の事物・現象を主として多様性と共通性の視
点で捉えることが，「地球」領域では，地球や
宇宙に関する自然の事物・現象を主として時
間的・空間的な視点で捉えることが，それぞ
れの領域における特徴的な視点として整理す
ることができるとしている。ただし，これら
の特徴的な「視点」はそれぞれの領域固有の
ものではなく，その強弱はあるものの，他の
領域において用いられる視点でもあり，また，
全体と部分の関係や原因と結果の関係など，
これら以外の視点もあることに留意すること
が必要である。これらを踏まえれば，理科と
いう教科全体としての「見方」を簡潔に説明
する観点から，単に列挙するのではなく，科学
的な視点の例示として，次のように，各領域
における主なものを掲げることが適当と考え
られる（表１）。
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３  これからの理科教育の方向性

  今回の答申に至るまでに，これからの理科
教育，とりわけ次期学習指導要領の改訂の方
向性について，中央教育審議会教育課程部会
理科ワーキンググループにおいて８回の議論
が重ねられ，「理科ワーキンググループにおけ
る審議の取りまとめ」（平成28年８月26日 
中央教育審議会教育課程部会理科ワーキング
グループ）として報告した。報告では，日本
の理科教育がつちかってきた成果と課題を明
らかにするとともに，資質・能力を育成する
ための理科における要素の整理と枠組みが示
されている。今後，さらに学校種別の細部に
わたる議論が進むこととなる。 
　以下に，「理科ワーキンググループにおけ
る審議の取りまとめ」の概要について示す。 
 （１）現行学習指導要領の成果と課題 
　従来，理科では，子どもたちが知的好奇心
や探究心をもって，自然に親しみ，目的意識
をもって観察・実験を行うことで，科学的に
調べる能力や態度を育て，科学的な認識の定
着を図り，科学的な見方や考え方を養うこと
を重視してきた。その結果，2012年の国際
調査において，科学的リテラシーの成績が
OECD加盟国中１位となるなどの成果を挙げ
ている。一方，課題としては，理科を学ぶこ
とに対する関心・意欲や意義・有用性に対す
る認識について，国際的にみても，肯定的な
回答の割合が低い状況がある。また，小学
校，中学校ともに，「観察・実験の結果など
を整理・分析した上で，解釈・考察し，説明
すること」などの資質・能力に課題がみられ
る。高等学校では，観察・実験や探究的な活
動が十分ではなく，知識・理解を偏重した指
導となっているなどの指摘がある。 
　学習指導要領の改訂においては，これらの
課題に適切に対応できるよう，理科の学習を
通じて身につける資質・能力の全体像を明確
化するとともに，そのために必要な指導のあ



エネルギー

自然の事物・現象を主として量
的・関係的な視点で捉える

「見える（可視）〜見えない（不可視）
レベル」

「物〜物質レベル」 「細胞〜個体〜生態系レベル」 「身のまわり（見える）〜地球（地球
周辺）レベル」

「見える（可視）〜見えない（不可視）
レベル」

「物質レベル」（マクロとミクロの視
点）

「分子〜細胞〜個体〜生態系レベル」 「身のまわり（見える）〜地球（地球
周辺）〜宇宙レベル」

「見える（可視）レベル」小 学 校

中 学 校

高等学校

「物レベル」 「個体〜生態系レベル」 「身のまわり（見える）レベル」

＊高等学校では，事象をより包括的・
　高次的に捉える

＊中学校から実体はあるが見えない
　（不可視）レベルの原子，分子レベ
　ルで事象を捉える
＊高等学校では，事象をより包括的・
　高次的に捉える

＊「分子〜細胞〜個体〜生態系レベ
　ル」の階層性があり，小・中・高
　と上がるにつれて扱う階層が広が
　る

＊「身のまわり〜地球〜宇宙レベル」
　の階層性があり，小・中・高と上
　がるにつれて扱う階層が広がる

自然の事物・現象を主として質
的・実体的な視点で捉える

生命に関する自然の事物・現象を
主として多様性と共通性の視点で
捉える

地球や宇宙に関する自然の事物・
現象を主として時間的・空間的
な視点で捉える

見方・考え方

粒 子

学校段階の違い（内容の階層性の広がり）

生 命 地 球

領　　　域

理科における
見方・考え方

科学的な見方や考え方

理科で
育成を目指す
資質・能力

〇〇科
における

見方・考え方

〇〇科で
育成を目指す
資質・能力

各教科における
見方・考え方

算数・数学科
における
見方・考え方

↓
数学的な
見方・考え方

理科における
見方・考え方

↓
理科の

見方・考え方

〇〇科
における
見方・考え方

・質的・量的な関係
・時間的・空間的な関係
・原因と結果
・部分と全体
・多様性，共通性
・定性と定量
・比較，関係付け
　　　　　　　　　など

算数・数学科で
育成を目指す
資質・能力

各教科で育成する
資質・能力

理科で
育成を目指す
資質・能力

〇〇科で
育成を目指す
資質・能力

働かせて

図 1

「科学的な見方や考え方」と「理科の見方・考え方」についての整理
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　理科の学習における「考え方」（思考の枠組
みなど）については，課題の把握（発見），課
題の探究（追究），課題の解決という探究の過
程を通じた学習活動の中で，自然の事物・現
象を質的・量的な関係や時間的・空間的な関
係などの科学的な視点で，比較したり，関係
付けたりするなどの科学的に探究する方法を
用いて，事象の中に何らかの関連性や規則性，

因果関係等が見いだせるかなどについて考え
ることとしている。なお，この「考え方」は
思考の枠組みなどであり，「〜的に考えること
ができる力」や「〜的に考えようとする態度」
のように資質・能力としての思考力や態度と
は異なることに留意が必要である（図１, 表２参
照）。

表 1　理科の各領域における特徴的な見方



小学校理科
身近な自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学
的な視点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの問題解決の方法を用いて考
えること

自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視
点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考
えること

自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視
点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考
えること

中学校理科

高等学校理科

理科において育成を目指す資質・能力の整理
図 2

高等学校

中学校

○自然事象に対する概念や原理・
　法則の基本的な理解
○科学的探究についての基本的な
　理解
○探究のために必要な観察・実験
　等の基本的な技能（安全への配
　慮，器具などの操作，測定の方
　法，データの記録・処理等）

○自然事象の中に問題を見いだして
　見通しをもって課題や仮説を設定
　する力
○計画を立て，観察・実験する力
○得られた結果を分析して解釈する
　など，科学的に探究する力と科学
　的な根拠を基に表現する力
○探究の過程における妥当性を検討
　するなど総合的に振り返る力

○自然を敬い，自然事象に進んで
　かかわる態度
○粘り強く挑戦する態度
○日常生活との関連，科学するこ
　との面白さや有用性の気付き
○科学的根拠に基づき判断する態
　度
○小学校で身に付けた問題解決の
　力などを活用しようとする態度

自然事象に対する
気付き
課題の設定
仮説の設定
検証計画の立案
観察･実験の実施
結果の処理
考察・推論
表現・伝達

振
り
返
り

見
通
し

自然事象に対する
気付き
課題の設定
仮説の設定
検証計画の立案
観察･実験の実施
結果の処理
考察・推論
表現

振
り
返
り

見
通
し

小学校

振
り
返
り

見
通
し

＜選択科目＞
●知識・技能の深化
●自然事象に対する概念や原理・
　法則の体系的な理解

●科学的な探究能力（論理的・分析
　的・統合的に考察する力）
●新たなものを創造しようとする力

●果敢に挑戦する態度
●科学的に探究する態度
●科学に対する倫理的な態度

＜必履修科目＞
●自然事象に対する概念や原理・
　法則の理解
●科学的探究についての理解
●探究のために必要な観察・実験
　等の技能

●自然事象の中から見通しをもって
　課題や仮説を設定する力
●観察・実験し，得られた結果を分
　析して解釈するなど，科学的に探
　究する力と科学的な根拠を基に考
　えを表現する力
●仮説の妥当性や改善策を検討する
　力

●自然事象に対する畏敬の念
●諦めずに挑戦する態度
●日常生活との関連，科学の必要
　性や有用性の認識
●科学的根拠に基づき，多面的，
　総合的に判断する態度
●中学校で身に付けた探究する能
　力などを活用しようとする態度

■自然に親しみ，生命を尊重する
　態度
■失敗してもくじけずに挑戦する
　態度
■科学することの面白さ
■根拠に基づき判断する態度
■問題解決の過程に関してその妥
　当性を検討する態度
■知識・技能を実際の自然事象や
　日常生活などに適用する態度
■多面的，総合的な視点から自分
　の考えを改善する態度

（各学年で主に育てたい力）
３年：自然事象の差異点や共通点に
　　　気付き問題を見いだす力
４年：見いだした問題について既習
　　　事項や生活経験をもとに根拠
　　　のある予想や仮説を発想する
　　　力
５年：予想や仮説などをもとに質的
　　　変化や量的変化，時間的変化
　　　に着目して解決の方法を発想
　　　する力
６年：自然事象の変化や働きについ
　　　てその要因や規則性，関係を
　　　多面的に分析し考察して，よ
　　　り妥当な考えをつくりだす力

■自然事象に対する基本的な概念
　や性質・規則性の理解
■理科を学ぶ意義の理解
■科学的に問題解決を行うために
　必要な観察・実験等の基本的な
　技能（安全への配慮，器具など
　の操作，測定の方法，データの
　記録等）

自然事象に対する
気付き
問題の見いだし
予想･仮説の設定
検証計画の立案
観察･実験の実施
結果の整理
考察や結論の導出

理科 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 資質・能力の育成のために
重視すべき学習過程等の例
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（３）小･中･高等学校を通じて育成を目ざす
　　　資質･能力の整理と，教科等目標の
　　　あり方
　次期学習指導要領では，幼児教育および小
学校低学年における生活科等において育成さ
れる資質・能力との関連について十分に意識

するとともに，これらの基礎の上に立って，
小・中・高等学校それぞれの学校段階におい
て，理科でどのような資質・能力を身に付け
るのかを明確にしていくことが必要であり，
以下（図２）のように示している。

表 2　理科の見方・考え方



＊７

図 3

●主体的に自然事象＊６とかかわり，それらを科学的に探究しようとする態度
　（以後全ての過程に共通）
●自然事象を観察し，必要な情報を抽出・整理する力
●抽出・整理した情報について，それらの関係性（共通点や相違点など）や傾
　向を見いだす力

●見通しを持ち，検証できる仮説を設定する力

●見いだした関係性や傾向から，課題を設定する力

●仮説を確かめるための観察・実験の計画を立案する力
●観察・実験の計画を評価・選択・決定する力

●観察・実験を実行する力

●観察・実験の結果を処理する力

●観察・実験の結果を分析・解釈する力
●情報収集して仮説の妥当性を検討したり，考察したりする力
●全体を振り返って推論したり，改善策を考えたりする力
●新たな知識やモデル等を創造したり，次の課題を発見したりする力
●事象や概念等に対する新たな知識を再構築したり，獲得したりする力
●学んだことを次の課題や，日常生活や社会に活用しようとする態度

●考察・推論したことや結論を発表したり，レポートにまとめたりする力
研究発表
相互評価

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

意見交換・議論

調査

理科における資質・能力の例＊３

＊１ 探究の過程は，必ずしも一方向の流れではない。また，授業では，その過程の一部を扱ってもよい。
＊２ 「見通し」と「振り返り」は，学習過程全体を通してのみならず，必要に応じて，それぞれの学習過程で行うことも重要である。
＊３ 全ての学習過程において，今までに身に付けた資質・能力や既習の知識・技能を活用する力が求められる。
＊４ 意見交換や議論の際には，あらかじめ個人で考えることが重要である。また，他者とのかかわりの中で自分の考えをより妥当なものにする力が求められる。
＊５ 単元内容や題材の関係で観察・実験が扱えない場合も，調査して論理的に検討を行うなど，探究の過程を経ることが重要である。
＊６ 自然事象には，日常生活に見られる事象も含まれる。
＊７ 小学校及び中学校においても，基本的には高等学校の例と同様の流れで学習過程を捉えることが必要である。

対話的な学びの例＊４

自然事象に対する気付き

見通しと振り返りの例＊２

学習過程例（探究の過程）＊１

課題の設定

仮説の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施＊５

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

振り返り＊２

見通し＊２

次の探究の過程

課
題
の
把
握

(

発
見)

課
題
の
探
究（
追
究
）

課
題
の
解
決

資質・能力を育成するために重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例＊７）
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（４）資質･能力を育成する学びの過程の考え方
　資質・能力を育成していくためには，学習
過程の果たす役割が重要となる。理科ワーキ
ンググループでの審議をもとに，答申では，
高等学校の例をあげながら，課題の把握（発

（５）「目標に準拠した評価」に向けた評価の
　　　観点のあり方
　小･中･高等学校を通じて育成を目ざす資質･
能力の整理（p.８〜９ 参考資料）と，教科等
目標のあり方として，「目標に準拠した評
価」の実質化を図るとともに，教科・学校段
階を越えた共通理解に基づく組織的な取り組
みを促す観点から，観点別評価の観点につ
いては，資質・能力の三つの柱（「知識・技
能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向
かう力・人間性等」）を踏まえたものとするこ
とが求められている。 
　また，資質・能力のうち「学びに向かう力・
人間性等」の部分については，「主体的に学習

見），課題の探究（追究），課題の解決という
探究の過程を通じた学習活動を行い，それぞ
れの過程において，資質・能力が育成される
よう指導の改善を図ることが必要であると示
している（図３）。

に取り組む態度」として観点別評価を通じて
見取ることができる部分と，観点別評価や評
定にはなじまず，個人内評価を通じて見取る
部分があり，ここでは観点別評価として見取
るべきものを掲げていることに留意する必要
があるとしている（表３）。 
　なお，これらの資質・能力を主にどのよう
な場面で評価するべきかについて，実際の評
価に際しては，資質・能力の三つの柱につい
て，毎回の授業で全てを見取るのではなく，
カリキュラム・マネジメントの考え方のもと，
単元や題材を通じたまとまりの中で，学習・
指導内容と評価の場面を適切にデザインして
いくことが求められる。 



知識・技能

小学校

中学校

高等学校

観点（例）

各観点の趣旨の
イメージ（例）

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然の事物・現象に対する基本的
な概念や性質・規則性について理
解し，知識を身に付けている。
観察，実験などを行い，器具や機
器を目的に応じて扱うとともに，
それらの過程や結果を的確に記録
している。

自然の事物・現象に対する概念や
原理・法則の基本を理解し，知識
を身に付けている。
観察，実験などを行い，基本操作
を習得するとともに，それらの過
程や結果を的確に記録，整理し，
自然の事物・現象を科学的に探究
する技能の基礎を身に付けている。

自然の事物・現象に対する概念や
原理・法則を理解し，知識を身に
付けている。
観察，実験などを行い，基本操作
を習得するとともに，それらの過
程や結果を的確に記録，整理し，
自然の事物・現象を科学的に探究
する技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見
いだし，見通しをもって観察，実
験などを行い，得られた結果を考
察し，妥当な考えを表現している。

自然の事物・現象の中に問題を見
いだし，見通しをもって課題や仮
説を設定し，観察，実験などを行
い，得られた結果を分析して解釈し，
根拠を基に導き出した考えを表現
している。

自然の事物・現象の中に見通しを
もって課題や仮説を設定し，観察，
実験などを行い，得られた結果を
分析して解釈し，根拠を基に導き
出した考えを表現している。

自然に親しみ，積極的に自然の事物・
現象を調べようとするとともに，
問題解決の過程などを通して獲得
した知識・技能や思考力・判断力・
表現力を日常生活などに生かそう
としている。

自然の事物・現象に進んでかかわり，
それらを科学的に探究しようとす
るとともに，探究の過程などを通
して獲得した知識・技能や思考力・
判断力・表現力を日常生活などに
生かそうとしている。

自然の事物・現象に主体的にかか
わり，それらを科学的に探究しよ
うとするとともに，探究の過程な
どを通して獲得した知識・技能や
思考力・判断力・表現力を日常生
活や社会に生かそうとしている。

※ 具体的な観点の書きぶりは,
各教科等の特質を踏まえて検討

※ 具体的な記述については,
各教科等の特質を踏まえて検討
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表 3　理科における評価の観点のイメージ

４   おわりに 

 　2016年12月『幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について』の答申を
基に，これからの理科の方向性について示し
た。2017年２月14日には，次期学習指導要領
案が公示され，具体が明らかになった。今後
さらに議論が展開され，詳細が示されていく
こととなろう。

【参考文献】 
文部科学省（2012）『育成すべき資質・能力を踏
まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する
検討会 －諮問－』文部科学省初等中等教育局教
育課程課 
文部科学省（2014）『育成すべき資質・能力を踏
まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検
討会 －論点整理－』文部科学省初等中等教育局
教育課程課 
文部科学省（2016）『理科ワーキンググループ
における審議の取りまとめ』文部科学省初等中
等教育局教育課程課 
文部科学省（2016）『次期学習指導要領等に向
けたこれまでの審議のまとめ』中央教育審議会
初等中等教育分科会教育課程部会 
文部科学省（2016）『幼稚園，小学校，中学
校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領
等の改善及び必要な方策等について（答申）』
文部科学省中央教育審議会 
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理科における教育のイメージ

【幼児教育】（※ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿のうち，特に関係のあるものを記述）

・身近な事象に積極的に関わり，物の性質や仕組み等を感じ取ったり気付いたりする中で，思い巡らし予想した

　り，　工夫したりなど多様な関わりを楽しむようになるとともに，友達などの様々な考えに触れる中で，自ら

　判断しようとしたり考え直したりなどして，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをよりよ

　いものにするようになる。

・自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，身近な事象への関心が高まりつつ，好奇心

　や探究心を持って思い巡らし言葉などで表しながら，自然への愛情や畏敬の念を持つようになる。身近な動植

　物を命あるものとして心を動かし，親しみを持って接し，いたわり大切にする気持ちを持つようになる。

【小学校】

（低学年）例えば，【生活科】

○自然とのかかわりに関心をもち，自然を大切にしたり，その不思議さに気付いたりすることができる。

○身近な自然を観察したり，季節や地域の行事にかかわる活動を行ったりなどして，四季の変化や季節によっ

　て生活の様子が変わることに気付き，自分たちの生活を工夫したり楽しくしたりできる。

○身近にある自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして，遊びや遊びに使う物を工夫してつくり，

　その面白さや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽しむことができるようにする。

○動物を飼ったり植物を育てたりして，それらの育つ場所，変化や成長の様子に関心をもち，また，それら

　は生命をもっていることや成長していることに気付き，生きものへの親しみをもち，大切にすることがで

　きるようにする。

（中学年・高学年）

◎理科の見方・考え方を働かせて，自然にかかわり，問題を見いだし，見通しをもって観察・実験などを行い，

　より妥当な考えを導き出す過程を通して，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必

　要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

①自然の事物・現象に対する基本的な概念や性質・規則性の理解を図り，観察・実験等の基本的な技能を養う。

②見通しをもって観察・実験などを行い，問題を解決する力を養う。

③自然を大切にし，学んだことを日常生活などに生かそうとするとともに，根拠に基づき判断する態度を養う。

●観察・実験の結果を整理し考察し表現する学習活動を充実する。また，日常生活や他教科との関連を図る。

●問題解決の能力，例えば，３年：差異点や共通点に気付き問題を見いだす力，４年：既習事項や生活経験

　を基に根拠のある予想や仮説を発想する力，５年：質的変化や量的変化，時間的変化に着目して解決の方

　法を発想する力，６年：要因や規則性，関係を多面的に分析して考察し，より妥当な考えをつくりだす力

　を育成する学習活動を充実する。

●目的を設定し，計測して制御するという考え方の学習活動を充実する。

【参考資料】
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【中学校】

◎理科の見方・考え方を働かせて，問題を見いだし，見通しをもって課題や仮説を設定し，観察・実験など

　を行い，根拠に基づく結論を導き出す過程を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な

　資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

①自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の基本的な理解と科学的探究についての基本的な理解や観察・

　実験等の基本的な技能を養う。

②見通しをもって観察・実験などを行い，科学的に探究したり，科学的な根拠を基に表現したりする力を養う。

③自然を敬い，自然の事物・現象に進んでかかわり，科学することの面白さや有用性に気付くとともに，科

　学的根拠に基づき判断する態度を養う。

●小学校で身に付けた，問題解決の能力をさらに高め，自然事象の把握，課題の設定，予想・仮説の設定，検

　証計画の立案，観察・実験の実施，結果の処理，考察・推論，表現等の学習活動を充実する。また，日常生活

　や他教科との関連を図る。例えば，１年：自然の事物・現象に進んでかかわり，その中から問題を見いだす。２年：

　解決方法を立案して実行し，結果の妥当性を検討する。３年：探究の過程を振り返り，その妥当性を検討する。

【高等学校】

≪基礎：basic science ≫（Science for All students：善良な市民として）

◎理科の見方・考え方を働かせて，見通しをもって課題や仮説を設定し，観察・実験などを行い，根拠に基

　づく結論を導き出す過程を通して，事象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成す

　ることを目指す。

①自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解と科学的探究についての理解や，探究のために必要な

　観察・実験等の技能を養う。

②見通しをもって観察・実験などを行い，科学的に探究したり，科学的な根拠を基に表現したりする力を養う。

③自然に対する畏敬の念を持ち，科学の必要性や有用性を認識するとともに，科学的根拠に基づき，多面的・

　総合的に判断する態度を養う。

●「観察・実験」や「探究活動」を充実させることにより，科学的な探究の過程を通じて，中学校で身に付

　けた資質・能力をさらに高める。観察・実験が扱えない場合も，論理的に検討を行うなど，探究の過程を

　経ることが重要である。また，日常生活や他教科（数学，情報，保健体育，地理など）との関連を図る。

≪応用：advanced science ≫（Science for Interested students：科学技術立国としての日本を支える人材として）

○自然の事物・現象について，科学的に探究する能力と態度を養うとともに，論理的な思考力や創造性の基

　礎を養う。

●「観察・実験」や「探究活動」を一層充実させて，科学的な探究能力の育成を図る。また，日常生活や他教科（数

　学，情報，保健体育，地理など）との関連を図る。

≪発展：explore science ≫（Especially Science for Interested students：世界をリードする人材として）

○科学的課題に徹底的に向き合い，考え抜いて行動する態度を養う。科学的な探究能力を活用して，専門的

　な知識と技能の深化・統合化を図るとともに，自発的・創造的な力を養う。

●科学的な探究能力の育成を主体的に図ることができる「課題研究」を充実させる。（理数科，理数探究）
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１  新しい教育課程の隠れたキーワード

　中央教育審議会の論点整理をはじめ，新し
い学習指導要領に向けて出された各種資料に
はさまざまなキーワードが登場しています。

「主体的・対話的で深い学び」や「カリキュ
ラム・マネジメント」は，その中でも特に注
目されています。
　また，隠れたキーワードとして，「横断的」
があげられると思います。「横断的」という視
点は，「総合的な学習の時間」の目標を構成す
る要素の一つでもありますが，それだけでは
なく，各教科や領域を対象としたものとして，
よりクローズアップされています。中央教育
審議会の教育課程企画特別部会から出された

「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議
のまとめ（素案）のポイント」（平成 28 年８
月１日）の中では，教育課程全体のあり方と
いう広い視点から「横断的」という言葉を用
いてその方向性を説明しています。どのよう
な方法を用いて「横断的」な学習を展開して
いくかを，各教科で具体的にしていくことが
求められているといえるでしょう。
　教科教育学の分野に，文脈依存性1）という
現象があります。これは，「ある教科で獲得し
た能力が，子どもの置かれた状況によっては
十分に発揮できない場合がある」というもの
です。例えば，数学の学習場面では，濃度の
計算は問題なく解くことができるのに，理科

の学習場面で濃度を求める問題に出会ったと
き，その能力が生かされない，といった現象
のことです。
　このような文脈依存性は，子どもが「横断的」
な思考を身につけることで克服できる可能性
があるため，この思考を身に付けることが望
まれます。

２ 「横断的」な思考のために 

　では，具体的にどのような方法を用いれば
子どもたちに「横断的」な思考を身につけさ
せることができるのでしょうか。これはなか
なか難しい問題です。例えば，話し合い活動
の充実を目ざした授業をつくる際，教師が「さ
あ，話し合ってみよう」と何回も指示をすれ
ばよいというものではありません。同様に，

「横断的」の名のもとに，教師が「他の教科
や場面でも使えることを考えてみよう」と指
示をしたとしても，それが「横断的」な思考
を促すとは限りません。
　まずは，さまざまな教科や領域で用いるこ
とが可能な，いわば「教科横断的なツール」
を用いることが，「横断的」な思考を身につけ
るための足がかりになると思われます。この

「教科横断的なツール」としては，「思考ツー
ル」と呼ばれているものが有効です。「思考
ツール」の名称が入った書籍はいくつかあり
ますが，学校教育で最も認知されているもの
は，田村ら（2013）によるもの2）でしょう。こ

思考ツールを用いた理科授業の改善

北海道教育大学 釧路校 准教授
森　健一郎
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語句をその外側の円に書いていく，というも
のです。キーワードには，単元中の重要な語
句や概念を選びます。そうすることで，重要
な語句や概念を構成している要素を知ること
ができます。
　イメージマップを書かせることによって，
同じ語句であっても，子どもによってさまざ
まな捉え方をしているということが，ある程
度具体的につかめます。例えば，「エネルギー」
という語句のように抽象性の高いものについ
ては，その捉え方が非常に多様です。筆者の
中学校における実践経験では，「エネルギー」
という語句から，ある生徒は化学反応の熱や
光を連想し，また別の生徒は栄養素といった
物質と同列に考えている，といったことがあ
りました。そのため，授業の中で「エネル
ギー」という語句を用いて話し合いをしてい
ても，お互いがもっているイメージが大きく
異なる場合，表面上は話し合いがなされてい

れは，思考を整理したり，広げたりするため
のまとめ方を分類・整理し，「思考ツール」
として再構成したものです。「思考ツール」を
全教科で活用した実践例3）も数多く公開され
ています。
　各教科，あるいは各単元で，「思考ツール」
を意図的に活用することで，「横断的」に学習
課題に向き合う姿勢が育ち，ひいては単元横
断的な思考に結びつくのではないかと思われ
ます。
　筆者は，これまでイメージマップという手
法を理科教育の場で実践してきました。これ
はもともと視聴覚教育の分野で実践研究が行
われたもの4）ですが，現在は前出の「思考ツー
ル」の一つとして紹介されています。
　「思考ツール」の一つであるイメージマッ
プは，図１のように，中心に配置されたキー
ワードから連想できる語句を一番内側の円に
書き，書き出した語句からさらに連想できる

図１　中学校２年生が「呼吸」というキーワードで作成したイメージマップ
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学習方略といった概念から構成されているこ
とが明らかになっています。自己効力感とは，
ある課題に向き合ったときに，「自分にもでき
るのではないか」と感じる認知のことです。 
メタ認知とは，前出のとおり，自分自身の認
知についての認知のことです。社会的関係性
とは，他者との関係についての意識です。学
校における理科学習では，主に級友との関係
性をさします。学習方略とは，学習を進める
ときに用いる具体的な方法のことです。例え
ば，教科書の文章に下線を引いたり，ノート
にまとめたりすることがこれにあたります。
イメージマップなどの思考ツールを用いるこ
とも学習方略に含まれます。
　子どもたちの学習意欲を高めるためには，
励ますことももちろん大事なのですが，自己
効力感やメタ認知，社会的関係性，学習方略
といった各要素を意識的に向上させることで，
より効果的なものになると考えられます。こ
れら四つの概念については，学校現場でもそ
の重要性が経験的に認識されています。例え
ば，自己効力感については，担任教師や教科
担任の日々の励ましなどが当てはまります。
メタ認知についても，授業の振り返りや自己
評価という形式で，これまでも実践されてき
ました。社会的関係性については，特に学級
経営や生徒指導の分野でその重要性が認識さ
れ，さまざまな視点から議論や研究がなされ
ています。学習方略についても，学校での指
導はもちろんですが，いろいろなメディアで
も頻繁に取り上げられているテーマになって
います。
　筆者らの実践研究6）においても，１年から
２年といった比較的長期間にわたって，自己
効力感やメタ認知，社会的関係性，学習方略
のそれぞれを意図的に向上させた結果，いく
つかの要素に向上の傾向が見られました。イ
メージマップを継続的に用いることで，生徒
の振り返りに質的な変化が生じています。例
えば，図１の右下（作業④）のように，自己

るように見えますが，学習の効果が思ったよ
うに高まらないということが起こりえます。
このようなことを避けるためには，事前にイ
メージマップのような方法を用いて，生徒が
それぞれもっている概念の状態を把握するこ
とが有効です。
　イメージマップなどを用いて，自分の考え
を明らかにし，他者の考えと比較することで，
自分の考えの傾向や特徴がより明確になりま
す。このような振り返りの活動は，自分自身
の認知についての認知，つまりメタ認知を促
すことになります。図１は，中学校第２学年
の「動物の世界と生物の変遷」の単元で，あ
る生徒が「呼吸」というキーワードで作成し
たイメージマップです。左側（作業①）は単
元の学習の中間で作成したもので，右側（作
業②）は単元の学習の最後で作成したもので
す。右下には記述欄があり，「二つのイメージ
マップの違い（作業③）」，「その違いはなぜ生
じたのか（作業④）」などの問いが書かれてい
ます。これによって，生徒による自身の振り
返りはより深まったものになります。そして，
自分の考えを明らかにした上で，他者のイメー
ジマップと比較すれば，振り返りはより多面
的なものになるでしょう。
 
 3   メタ認知と学習意欲の関係 

　昨今，メタ認知が教育の場で重視されてい
ます。これは，「自分の認知についての認知が
できている子どもは，高い学習成果をあげる
傾向がある」という研究成果による部分もあ
りますが，もう一つ，「メタ認知が学習意欲を
構成する重要な要素になっている」という教
育心理学の研究成果も影響しています。振り
返りの重要性が強調されるようになったのも，
このような知見を背景としています。
　理科教育における学習意欲については，鈴
木（1999）が詳細を明らかにしています5）。
この研究によって，理科学習における学習意
欲が，自己効力感，メタ認知，社会的関係性，
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の理解の仕方についての記述が見られるよう
になりました。ただし，これについては，メ
タ認知の向上がイメージマップといった思考
ツールだけによるものなのか，それとも教科
指導の中で行われているその他の要因による
ものなのか，詳細な区別が困難なため，さら
に実践研究を継続していく必要があると考え
ています。この実践では，イメージマップと
いう学習方略を通してメタ認知を高めること
に焦点を当てているため，自己効力感と社会
的関係性については，相乗的な効果としての
高まりを期待していました。結果として，自
己効力感の向上を確認することができました。
なお，学習意欲の向上を量的に確認するため
の調査シートは，鈴木（2012）7）などに紹介さ
れています。
　筆者らは，イメージマップという「思考ツー
ル」を学習方略の一つとして用いてきました。
本稿でご紹介したイメージマップは，数ある
うちの「思考ツール」の一つですので，これ
以外にも実態に応じて「横断的」な教育活動
を継続するとよいでしょう。また，他の教科
でもイメージマップのような方法が使われて
います。図２は小学校第４学年の国語教科書8），
図３は中学校第２学年の英語教科書9）です。
小学国語では物語を書くためのアイデアを出
すツールとして，中学英語では英作文を書く
ための情報整理のツールとして活用されてい
ます。小中学校の接続という点からも，着目
すべき内容であると思います。他教科の教科
書を見る機会はあまりないと思いますが，こ
ういった情報を共有することも，「カリキュ
ラム・マネジメント」の一環となるでしょう。
各教科において，共通の「思考ツール」を活
用する場面を確認し合うことで，「横断的」な
学習展開の仕方が具体的なものになっていく
と思います。
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図３　中学英語教科書（２年生）より

図２　小学国語教科書（４年生）より
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  はじめに 
　文部科学省は2017年２月14日，学校教育
法施行規則の一部を改正する省令案並びに幼
稚園教育要領案，小学校学習指導要領案及び
中学校学習指導要領案を公表した。
　次期学習指導要領案は，現行の枠組みや教
育内容を維持した上で，知識の理解の質をさ
らに高め，確かな学力を育成するとしている。
　また，教科共通で育成する資質・能力を，
以下の三つの柱で整理している。

１．「知識・技能の習得」（何を理解している
か，何ができるか）

２．「思考力・判断力・表現力等の育成」（理
解していること・できることをどう使
うか）

３．「学びに向かう力・人間性等の涵養」（ど
のように社会・世界と関わり，よりよい
人生を送るか）

 
　次期学習指導要領案の内容項目については，
「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力
等」に該当する項目が別々に記述されたこと
が大きな変更となっている。「知識・技能」と
「思考力・判断力・表現力等」の両方をそれ
ぞれしっかりと位置づけて，これらを相互に
関連させながら科学的に探究するために必要
な資質・能力を育成する指導が求められてい
る。 
　以下に，中学校理科の具体的な内容の主な
変更点などについて簡潔に紹介していく。          

  第１学年 

■ エネルギー領域  
　「力と圧力」で学習する「圧力」が，第２
学年の地球領域（圧力・大気圧）と第３学年
のエネルギー領域（水圧・浮力）にそれぞれ
移行されている。また，第３学年のエネルギー
領域で学習する２力のつり合いが第１学年に
移行されている。
■ 粒子領域 
　「物質のすがた」で学習するプラスチック
が，第３学年の「科学技術と人間」に移行さ
れている。また，「水溶液」で学習する「物
質の溶解」が，小学校第５学年に移行されて
いる。
■ 生命領域 
　学習内容が大きく入れ替わっている。第１
学年では，「生物の観察と分類の仕方」，「生物
の体の共通点と相違点」を学習するように変
更されている。
　内容項目の主な移行としては，「植物の体の
つくりと働き」で学習する「葉・茎・根のつ
くりと働き」が第２学年の生命領域に移行さ
れ，第２学年の生命領域から「動物の仲間」
が第１学年に移行されている。
■ 地球領域 
　新たに「自然の恵みと火山災害・地震災害」
という項目が新設されている。これは，第３
学年の「自然と人間」で学習する自然災害に
ついて，各学年で扱うように変更されている
ためである。 

学習指導要領改訂のポイント 
—中学校理科—

教育出版株式会社  編集局 
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  第２学年 

■	エネルギー領域	 
　第３学年の「科学技術と人間」で学習する
放射線の性質と利用については，第２学年の
エネルギー領域でも学習するように変更され
ている。
■	粒子領域	
　高等学校で学習する元素について，「物質
を構成する原子の種類を元素ということにも
触れること」と新しく記述され，「元素」を
学習するように変更されている。これによっ
て，「原子」と「元素」という言葉を使い分け
られるようになる。
■	生命領域 
　学習内容が大きく入れ替わっている。第２
学年では，「生物と細胞」，「植物の体のつく
りと働き」，「動物の体のつくりと働き」を
学習するように変更されている。
　内容項目の主な移行としては，「動物の仲
間」が第１学年の生命領域に，「生物の変遷と
進化」が第３学年の生命領域にそれぞれ移行
され，第１学年の生命領域から「葉・茎・根
のつくりと働き」が第２学年に移行されてい
る。
　これによって，第１学年では，生物の生態
や外見などから共通点や相違点を見いだし，
分類の仕方の基礎を学び，第２学年では，動
物と植物について，細胞単位で各器官のつく
りやはたらきなどを学習する。
■	地球領域 
　第１学年のエネルギー領域「力と圧力」で
学習する「圧力」のうち，圧力と大気圧が第
２学年の地球領域に移行されている。これら
は気圧の学習と関連させて取り扱うことにな
る。また，新たに「自然の恵みと気象災害」
という項目が新設されている。これは，第１
学年と同様に，第３学年の「自然と人間」で
学習する自然災害について，各学年で扱うよ
うに変更されているためである。

  第３学年 

■	エネルギー領域	 
　「運動の規則性」で学習する２力のつり合
いが，第１学年のエネルギー領域に移行され
ている。また，第１学年のエネルギー領域「力
と圧力」で学習する「圧力」のうち，水圧と
浮力が第３学年に移行され，「物体に働く水
圧と浮力との定性的な関係にも触れること」
と新しく記述されている。
■	粒子領域	
　「原子の成り立ちとイオン」について，「同
じ元素でも中性子の数が異なる原子があるこ
とにも触れること」と新しく記述されている。
さらに，「化学変化と電池」では，「金属イオン」
という項目が新設され，金属によってイオンへ
のなりやすさが異なることを学習する。また，
電池の基本的な仕組みについては，ボルタ電池
に替わり，ダニエル電池を取り上げるように変
更されている。
□	科学技術と人間	
　「様々な物質とその利用」という項目が新
設され，天然の物質や人工的につくられた物
質のうち代表的なものを学習する。加えて，
第１学年の粒子領域で学習するプラスチック
が第３学年の「科学技術と人間」に移行され
ている。
■	生命領域
　第２学年の生命領域から「生物の変遷と進
化」が第３学年に移行されている。加えて，
遺伝子に変化が起きて形質が変化することが
あることを学習する。
■	地球領域 
　「月の運動と見え方」が「月と金星の運動
と見え方」に変更され，金星の公転と見え方
についても学習する。
□	自然と人間	
　「地域の自然災害」という項目が新設され，
地域の自然災害について，記録や資料を基に
調べる。
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応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね

ツバメに借家
去年から，うちの外灯の上にツバメが巣を作るよ

うになりました。実はツバメが下見に来た時，巣を

作らせないようビニールをかぶせました。しかし，

新聞で「都市部のツバメの子育て受難」の記事を読み，

ビニールをはずしました。ふんで玄関が汚れないよ

うに外灯にラップをかけ，下にカゴをつけ，新聞紙

をひいて受け入れました。ヒナの成長を観察，見守

ることができてとても幸せな気分になれました。

前
回

入
選
作
品

◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2017年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2017年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第15回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!

＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。


